
平成 30 年 5 月 22 日参議院文教科学委員会議事録 

 

○松沢成文君 希望の党の松沢成文です。 

 まずもって、今日ちょっと事情がありまして質問順位が変更になりまして、委員の皆さん

に御協力いただきまして、本当にありがとうございました。 

 さて、今日は一般質疑でありますので、私はスポーツの問題を取り上げたいと思います。 

 最近、スポーツ界で起きる様々なことに憤慨をしている一人であります。大臣も御承知だ

と思いますが、過日、スウェーデンで行われました卓球の世界選手権大会におきまして、大

会途中で準々決勝で対戦する予定だった韓国と北朝鮮が統一チームコリアを結成して、準決

勝で戦った日本チーム、これ統一コリアと対戦したんですが、相当混乱したんですね。これ

は私はスポーツにおけるルールの尊重だとかあるいは公平性を損なう暴挙と考えているん

です。 

 まず、これ、大会の途中でチーム編成が変わるということは、これあってはならないこと

です。大会の前に、今回はこういう特別チームで出させてくれといって皆さんの了解得られ

ればいいですが、途中で、それもリーグ戦が終わって準々決勝、それで戦う予定であった韓

国と北朝鮮は戦わずして準決勝に進みましたから。で、卓球の世界選手権は三位決定戦があ

りませんから、準々決勝を戦わないで銅メダルを取っちゃったんですよ。何と、これに対戦

する相手が日本だったんですね。日本の卓球の女子は、実はもうこれ世界一、今、目指して

いるんです。それで何が何でもメダルを取りたいのに、こうやってルール変更があって大混

乱です。これ、石川佳純さんが言っていましたけれども、相当困惑したと言っていました。 

 まず、これイエス、ノーでお答えいただきたいんですが、日本政府は、あるいはスポーツ

を担当する文科省でもいいんですが、国際卓球連盟に今回の措置はおかしいといって抗議を

したでしょうか。あるいはスポーツ庁は日本卓球連盟に対して、なぜ日本卓球連盟は世界卓
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球連盟の議論の中で、ああ、いいですよとすぐオーケーしてしまったのか、その理由を私は

聞きたいんですけれども、この事情聴取をしたんでしょうか。あるいは、これについて政府

は何らかの指導をしたでしょうか。イエス、ノーでお答えください。 

○政府参考人（今里讓君） お答えいたします。 

 国際スポーツ大会の運営につきましては、国際競技団体等の関係者が決定するものと認識

しております。 

 そのような状況の下、大会の主催者である国際卓球連盟が決定したことについて、スポー

ツ庁として、国際卓球連盟への抗議、それから日本卓球連盟に対する事情聴取や指導は当時

行っておりませんでした。 

○松沢成文君 林大臣、スポーツも担当する文科大臣でありますけれども、林大臣は、今回

の世界卓球選手権の中で、こういう途中でルール変更が行われて、日本チームも相当なこれ

影響を受けています。もっと言えば、もし統一コリアが突然できて、それと準決勝を戦った

日本が負けたらどうなるんですか、これ。それは日本の卓球チームだって文句言いたくなり

ますよね。突然に準決勝の相手のチーム構成変わるわけです。それで、卓球は北朝鮮も韓国

もかなり強いですから、突然に対戦相手が全く知らないところで予期せぬ強豪チームに変わ

ってくるわけです。 

 全くおかしなことですが、これ大臣の見解を伺いたいんですね。こういうルール違反とい

うか、スポーツの公平性を損なう、公正性を損なうような事態が今後世界のスポーツ界で行

われていたら本当に困るわけです。日本も大きな迷惑が掛かるところだったんですね。まあ、

多分掛かっていると思いますが。大臣の見解をお聞かせください。 

○国務大臣（林芳正君） 今回の取扱いは、大会主催者である国際卓球連盟が事前に日本卓

球協会も含む関係者に照会をいたしまして、全ての関係者、日本卓球協会も含む全ての関係

者から合意が得られたことから決定されたものと承知をしております。 
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 国際競技大会の運営につきましては、大会の主催者である国際競技団体が関係者間での調

整を経た上で決定していくものと認識をしておりまして、スポーツの根本原則であるスポー

ツ団体の自治と自立性、これを尊重する観点から、この件に関する私からのコメントは控え

たいと思います。 

○松沢成文君 コメントは控えたいということですけれども、ただ、こういうことを野ざら

しにして事なかれ主義でずっとやっていくことは、私はやっぱりスポーツの公平性、世界の

スポーツの在り方というのを私は、何というのかな、変えてしまうんじゃないかと思って、

大きな危惧を持っております。 

 もう一点お聞きします。 

 去る二月に開催された平昌冬季オリンピックにおいて、やはりこれも大会に参加する予定

がなかった北朝鮮が直前になって参加が決まって、これはスケートと、三種目だったと思い

ますけれども、スキーと、あと女子アイスホッケーが、南北合同チームが、スケートやあれ

は個人参加ですけれども、アイスホッケーは南北合同チームが結成されたんですね。これは、

平和や民族統一を願う、特に文在寅韓国大統領がリーダーシップを取って、それで、それに

北朝鮮も同意して、ＩＯＣが承認した形で決まったということなんですね。 

 これも大きな問題で、韓国のアイスホッケーチームのカナダ人の監督も憤慨していました

よね。アイスホッケーというのはチームスポーツですから、チームで練習していなきゃ強く

ならないんです。特にフォワード、バックスがＡチーム、Ｂチーム、Ｃチームと分かれて、

そのチームワークでうまく一つをつくっていきますから。その中に、統一コリアチームだけ

はベンチ入りできる人数も多くしちゃったんですね、北朝鮮の皆さんを入れるから。それで、

どこかで北朝鮮を出さなきゃいけないというわけですよ。 

 私は、オリンピックは、各国、国や地域の代表としてメダルを目指して頑張っているんで

すよ。それなのに、突然、オリンピックの直前に今まで参加すると言っていなかった国が参
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加して、そこと合同チームをつくって、何か一緒にとにかくやればいいんだと、これが平和

につながるんだ、民族の融和につながるんだという理由で強引にやるということは、これは

オリンピックの精神にももとると思うんですよ。 

 この件についての大臣の見解はいかがでしょうか。 

○国務大臣（林芳正君） 北朝鮮の選手団の平昌オリンピックへの参加につきましては、韓

国と北朝鮮の協議結果、これを踏まえて、最終的には平和の祭典であるオリンピックが成功

するようにＩＯＣが決定をしたものと、こういうふうに認識をしております。 

○松沢成文君 ＩＯＣが決定したことが全て正しいんでしょうか。まず、この発想がおかし

いと思うんですね。それはおかしいとＪＯＣからＩＯＣに抗議させるべきじゃないですか。

これ、こういうことが常時起こっちゃうと、東京オリンピックにも影響を与えますよ。 

 というのは、今、東アジアは国際政治が物すごく動いています。南北朝鮮統一とか融和と

か、これも大きなテーマですよ。それで、平和というのは尊いことです。ただ、平和、平和、

平和で全部平和を優先して、スポーツのルールとか公正性を全部踏みにじっていくとしたら、

これ、スポーツが成り立たないんです。 

 私は、まず、スポーツ庁、ＪＯＣともお付き合いをしていますよね。私は、ＪＯＣとスポ

ーツ庁、しっかり議論して、国際スポーツ大会において、あるいはオリンピックにおいて、

こういうオリンピックの、ある意味では政治利用と思われるようなことは極力避けるべきだ

と。東京五輪に向けても、こうやって国際政治の影響をどんどん受けてしまうとオリンピッ

ク成功できませんよ。 

 ここのところを大臣に勇気を持って発言をしていただきたいと思うんですけれども、大臣

はいかがですか。 

○国務大臣（林芳正君） オリンピック憲章には、ＩＯＣの役割として、スポーツと選手を

政治的または商業的に不適切に利用することに反対すると、こう記載されておりまして、二
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〇二〇年の東京大会につきましても、このオリンピック憲章に基づいて、不当な政治的介入

を受けることなく、またルール遵守の下で開催されるものと、こういうふうに理解をしてお

ります。 

 また、オリンピック競技大会の運営につきましては、基本的に大会の組織委員会、それか

らＩＯＣ、国際競技団体等の関係者が協議をして決定すべきものでございますので、今お話

のありましたような件について、こちらからＩＯＣに対して要請するということは考えてお

りません。 

○松沢成文君 考えていないから何も行動しないというのでは、私は、東京オリンピックの

運営についてもかなり難しいことが出てきたときに、日本はしっかり声を上げていないわけ

ですから、それに対してそれはおかしいということを言えなくなってしまうというふうに思

いますよ。これ、どう見てもオリンピックの政治利用ですよ。途中でチーム編成が変わった

り、あるいは大会直前に急にチームを変えてくるわけですから。 

 これ本当にゆゆしき問題であって、私は、きちっとやっぱりこれは東京オリンピックを開

催する日本にとっても重要なことですので、政府の見解なり、あるいはＩＯＣに対してこう

いうところは今後ないように気を付けてほしいという、ある意味で要請なり抗議文なりを送

るべきだというふうに思います。 

 大臣、これまで、一九七〇年代でしたかね、八〇年代のロス五輪辺りから、ピーター・ユ

ベロスさんのような組織委員長が出てきて、オリンピックというのは商業主義にどんどんど

んどんなっていきました。もちろん民の力でオリンピックを成功させるということで、お金

集めから、あるいは放映権の問題も含めて、商業主義に侵されてきたというふうに言われて

きているんですね。ですから、過度の商業主義はこれは気を付けなきゃいけないところで、

いろんな議論もなされているんです。 

 ただ、この平昌五輪は、平壌五輪ともやゆされているんですよ。完全に北朝鮮の国際政治
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の影響を受け過ぎてしまったと。言っておきますけれども、私は、南北朝鮮が、韓国と北朝

鮮が融和を図られて平和になって、できれば将来、民族の統一を目指せるようなそういう方

向になってもらいたいと思います、切に。政治家としてもそういう協力はしていきたいと思

います。しかし、オリンピックはオリンピックとしてスポーツの大会ですから、これに過度

に政治が入り過ぎて、政治がいかにも南北朝鮮の統一に向けてオリンピックを利用して、い

い方向に持っていこうというのはやり過ぎなんです。ここをしっかりと言わなきゃいけない

んですね。 

 もう一度、大臣に見解を伺いますけれども、五輪憲章に基づいて、ＩＯＣに対してスポー

ツの政治利用、あるいは政治介入の禁止の遵守を求める要請を、私は、日本国としてでもい

いです、あるいはスポーツを担当する文科省としてでもいいですから、きちっとＩＯＣに、

また世界卓球連盟に申し入れる、これを今やっておかないと、東京オリンピックで同じこと

やられたら、我々は言えませんからね。 

 だから、大臣、どちらが正しいのか。今のＩＯＣのやり方に乗って、あるいは世界卓球連

盟のやり方に乗って、大会直前にチームが変わる、大会の途中にチームが変わる、こういう

ことを国際大会だからしようがないだろう、主催者が関係団体、関係各国と決めてやってい

るからしようがないだろうと、そうやって見過ごすのか。これは絶対おかしいと、主催国と

して、あるいは将来のオリンピックの主催国として、こういうことがあっては東京オリンピ

ックは成功できない可能性がある、ここはきちっと考え直していただきたいということを言

わなければ、これだって国際政治ですから、様々な議論、日本の国益も、あるいはスポーツ

の公正性も守れないと思うんですよ。 

 もう一度言いますが、是非とも、この要請をＩＯＣに日本国から、あるいはＪＯＣを通し

て出していただきたい、そうしないとまた同じことが必ず起きます。大臣の見解、いかがで

しょうか。 



○国務大臣（林芳正君） 先ほど御紹介したように、オリンピック憲章には、ＩＯＣの使命

は世界中でオリンピズムを奨励し、オリンピック・ムーブメントを主導することであるとい

うことが書かれております。それから、ＮＯＣは自律性を確保しなければならないと、また、

オリンピック憲章の遵守を妨げるおそれのある政治的、法的、宗教的、経済的な圧力、その

他のいかなる種類の圧力にも対抗しなければならない、これもお分かりのことだと思います。 

 その上で、やはり、先ほど申し上げましたように、今のところを踏まえれば、このオリン

ピック競技大会の運営というのは、やはり基本的には大会組織委員会やＩＯＣ、国際競技団

体等の関係者が自律的に協議して決定すべきものであるということでございますので、私の

大臣とか政府の立場でＩＯＣに対して要請するということは考えておらないと先ほど申し

上げたとおりでございます。 

○松沢成文君 このままではちょっと、世界スポーツの発展あるいは日本のスポーツの発展

も私は大変厳しくなるというふうに危惧をしておりますので、是非とも、今後省内でも議論

を重ねていただきたいというふうに思います。 

 私の質問は以上です。どうもありがとうございました。 
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